
～社会を変えるソーシャルビジネスの担い手になりませんか？～

「ソーシャルビジネス トライアル　九州リーグ」

～好きを仕事にするチャンス！～

【募　集　要　項】

ソーシャルビジネス ネットワーク大学九州キャンパスでは、

福岡県、長崎県、大分県、宮崎県においてソーシャルビジネス（★）の起業を目指す方を対象にビジネスプランコンペを実施し、新たなソーシャルビジネスの担い手を発掘し、

その起業を応援します。

コンペを通過した方には、起業のための支援だけでなく、地域の資源・人とのネットワークづくりによる「地域力」強化、および事業の継続的発展に必要なサポートを実施します。また、起業のために最大３００万円の「起業支援金」を提供します。

地域および地球規模の社会的課題解決を目指して起業を考えている方、ビジネスプランのブラッシュアップをしたい方、地域のソーシャルビジネス事業者とのネットワークづくりをしたい方からのご応募をお待ちしております。


※「ソーシャルビジネス トライアル」とは

全国９地域においてソーシャルビジネス ネットワーク大学（最終ページ参照）が提供する、地域課題を解決し、地域や社会の新しい未来を創造するソーシャルビジネスの担い手育成事業です。

本プログラムは、内閣府地域社会雇用創造事業による交付金を受け、社会的企業家の育成支援を専門とするソーシャルビジネス ネットワーク大学推進コンソーシアム主催のもと、九州キャンパスの運営により実施されるインキュベーションプログラムです。







プラン応募時より1年以内に起業する意思がある人

ブラッシュアップ講座及びビジネスプランコンペ当日に必ず参加が可能である人。

ビジネスと社会貢献の両方を実現する、独創的なソーシャルビジネスのビジネスプラン（事業計画）を持ち、資金調達や事業パートナーおよび専門家による起業支援を求めている個人

新たに起業し、社会的課題をビジネスを通じて解決したいと考えている個人（社内ベンチャー、既存組織内における新規事業開発等は対象となりません）

１８歳以上（高校生を除く）の日本国籍の男女


地域および地球規模の社会的課題の解決につながる事業プラン

事業の対象とする地域内にニーズがあり、ソーシャルビジネスの起業にふさわしい事業プラン

主に九州内での起業を志す方
雇用・就業機会を創出する効果が高い事業
建設・土木事業でないこと



【社会性】社会的課題（地域課題）を的確に把握し、その解決のための取組をミッション等として掲げ、それを事業内容に適切に反映しているか

【事業性】ミッションをビジネスの形に表し、継続的に事業活動を進めることのできるビジネスモデルを描けているか

【革新性】地域・社会にとって、新しい社会的商品・サービスの仕組みを提供することができるか　　　等


【選考委員】

NPO法人 ハットウオンパク事務局長　野上泰生 氏
一般社団法人　SINKa（イニシアティブ委員あるいはそれに準ずるもの）

根岸 裕孝 氏　（宮崎大学教育文化学部准教授）
NPO法人　宮崎文化本舗（九州キャンパス事務局）石田達也 氏

　（予定）

　　平成２２年度起業支援対象者は、１名を予定しています。


ビジネスプランコンペを通じて選ばれた起業支援対象者に対して、資金的支援を含めた起業支援サポートを行います。







■ソーシャルビジネス事業プランの募集

募集要項に基づき、ソーシャルビジネスのプランを募集します。

■一次選考

　九州キャンパス事務局において、書類選考を行います。

　書類選考の結果は、２２年１１月中旬に担当者宛に連絡します。

■ビジネスプランブラッシュアップ講座

事業計画書の書き方やプレゼンテーションの仕方などを学ぶ講座を実施します。

※詳細については後日ホームページにアップします。

■二次選考

　公開型プレゼンテーション方式で、選考委員による選考を行います。

　　■日時：平成２３年１月

　　■会場：未定
　選考委員による評価を行い、起業支援対象者を決定します（１名予定）。選考の結果は、２３年２月上旬に担当者宛に連絡します。

■起業支援対象者の決定／メンターの決定

起業支援対象者１名につき、１名のメンター（起業をハンズオン支援する伴走者）を決定します。

　
■メンターによるハンズオン支援

　起業支援対象者は地域キャンパスと契約を交わした後、２３年１０月までの８ヶ月間、メンターによるハンズオン支援を受けます。

　※専門家によるサポート：起業支援対象者の必要に応じて、起業に必要なスキル、

　　ノウハウの不足を補完する専門的サポートを行います。

　※ピアカウンセリング：起業支援対象者同士で励まし合いながら、起業に向けた準備を行います

■起業支援金

　起業支援対象者は、支援期間中、新たな事業活動を実施するために必要な経費（※）として最大３００万円の「起業支援金」を受けることができます。

（※人件費、謝金、旅費交通費、備品費、消耗品費、印刷製本費、通信運搬費、借料および損料、会議費、委託費など事業実施に必要と認められる経費）

■地域活動報告・交流会
　支援期間の中間地点において、各地域で支援者等を招き、地域活動報告・交流会を開催します。
　日時：２３年９月（予定）

　会場：未定

■全国活動報告会

　支援期間終了後、各地域から支援者等を招き、全国活動報告会を開催し、地域～全国の

ソーシャルビジネスネットワークを広げます。


提出物
－ 応募用紙（様式１～５）

－ その他補足資料（任意）

※応募用紙は下記ホームページからダウンロード、または事務局で配布します

提出方法：下記住所にご郵送またはご持参ください

応募締め切り：平成２２年１０月３１日（日）（必着）
URL:
【募集期間】平成２２年７月１日（木）～平成２２年１０月３１日（日）（必着）

【応 募 先】下記の住所までご郵送またはご持参ください

〒880-0805　宮崎県宮崎市橘通東３丁目１－１１ アゲインビル２Ｆ

特定非営利活動法人 宮崎文化本舗

ソーシャルビジネス ネットワーク大学九州キャンパス

【お問合せ】ソーシャルビジネス ネットワーク大学九州キャンパス　担当：山内、横山

E-mail：office@bunkahonpo.or.jp   TEL：０９８５－６０－３９１１


　　URL：http://www.bunkahonpo.or.jp/
＜ソーシャルビジネス ネットワーク大学について＞

地域および地球規模の社会的課題に対して、ビジネスの手法でその解決を担う「社会的企業家（ソーシャル・アントレプレナー）」の育成・支援とネットワーキングを目的として、全国９地域においてソーシャルビジネス╱コミュニティビジネスの支援を行う下記１０団体で構成される「ソーシャルビジネス ネットワーク大学推進コンソーシアム」が運営する大学事業です（学校教育法上の「大学」ではありません）。全国９地域にキャンパスを持ち、プログラムを実施します。

詳細は各キャンパスにお問い合わせください。

～ソーシャルビジネス ネットワーク大学（推進コンソーシアム構成団体）～

（本部）東京都港区南青山1-20-15　ROCK1st 3F

株式会社ソシオ エンジン・アソシエイツ

（北海道キャンパス）北海道札幌市中央区北5条西6-2-2　札幌センタービル13F
財団法人北海道地域総合振興機構
（東北キャンパス）宮城県仙台市青葉区大町2-6-27 岡元ビル4F
特定非営利活動法人せんだい・みやぎＮＰＯセンター

（関東キャンパス）東京都千代田区神田錦町3-21　ちよだプラットフォームスクエアA-205

特定非営利活動法人コミュニティビジネスサポートセンター
（東海・北陸キャンパス）愛知県名古屋市中村区松原町1-24　COMBi本陣　S102
特定非営利活動法人起業支援ネット

（近畿キャンパス）大阪府大阪市福島区吉野4-29-20　大阪NPOプラザ201号

特定非営利活動法人大阪ＮＰＯセンター

（中国キャンパス）広島県広島市中区八丁堀3-1　幟会館2F
特定非営利活動法人ひろしまＮＰＯセンター

（四国キャンパス）徳島県徳島市吉野本町2-4-2
特定非営利活動法人市民未来共社

（九州キャンパス）宮崎県宮崎市橘通東3-1-11　アゲインビル2F
特定非営利活動法人宮崎文化本舗

（沖縄キャンパス）沖縄県北中城字島袋1487
特定非営利活動法人しまんちゅビジネス協議会
★ソーシャルビジネスとは？


「社会性」「事業性」「革新性」があり、環境、福祉、教育、貧困、食・農業など、地域および地球規模の社会的課題に対してビジネスの手法でその解決に挑み、持続可能な経済・社会の実現を目指し、一歩ずつ自らの手で社会変革を起こしていく仕事。


ソーシャルビジネス ネットワーク大学では「ソーシャルビジネス トライアル」を通じて、地域および世界の経済・社会循環に新たな風を吹き込み、多様性が尊重される、持続可能で生き生きとした社会を担う人材の育成を目指します。





全体の流れとスケジュール
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応募資格





対象となる事業プラン





【想定する事業プラン】


福祉・介護・子育て、就労・起業支援、農林・漁業振興、地球温暖化防止・リサイクル、まちづくり・商店街振興、 地域資源を活かした観光・産業振興等（一例であり、テーマは自由）、 社会が抱える課題を解決する為の事業








選考基準





選考委員





募集定員





ビジネスプランコンペ～起業支援までの流れ





②起業支援





①ビジネスプランコンペ





地域活動報告・交流会
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起業仲間とのピアカウンセリング





専門家による


サポート





ビジネスプラン


ブラッシュアップ講座





起業支援金





ソーシャルビジネス　事業プランの募集





全国活動報告会





起業支援対象者の決定


メンターの決定





①ビジネスプランコンペ（２２年７月～２２年１０月）





②起業支援（２３年３月～２３年１０月）





応募方法





＜注意事項＞※応募者は、応募時点で下記の事項に合意されたものとします。


・応募プランは応募者本人のプランであり、新しく企画された、未発表のものを原則とします。


・提出された応募書類は返却いたしません。


・本事業期間内において、同じ個人が、内閣府地域社会雇用創造事業による「起業支援金」を、異なる事業者から提供されることはできませんのでご注意ください。重複が確認された場合、応募プランが認められなくなることがあります。


・自由応募部門の応募プランに関する知的財産権は、原則として応募者に帰属します。企画内容に著作権・商標権・肖像権など第三者が権利を有するものを使用する場合は、応募者が必要に応じてあらかじめ法的手続きを行うものとします。


・応募プランの公表や二次的使用の権利（※）は、運営団体であるソーシャルビジネス ネットワーク大学九州キャンパスに帰属し、応募者は著作者人格権を行使しないこととします。


※実施報告（一般向けのWebや報告書等）を目的として、応募企画名、企画概要を掲載することがあります。


・個人情報保護の関係上、応募書類に記入された内容は、当事業に関連する目的以外で用いることはありません。








6　　Ⓒソーシャルビジネス ネットワーク大学2010

